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◎
政
策
課
題
に
つ
い
て
の

　

調
査
研
究

１
．
持
続
可
能
な
農
業
生

産
を
支
え
る
取
り
組
み
２
．

地
域
資
源
の
活
用
と
融
合

に
よ
る
あ
ら
た
な
観
光
戦

略３
．
若
者
が
住
ん
で
み
た

い
（
住
み
続
け
た
い
）
ま

ち
づ
く
り

４
．
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

１
．
持
続
可
能
な
農
業
生

産
を
支
え
る
取
り
組
み

◆
学
校
給
食
で
の
地
産
地

消
の
状
況

・
学
校
給
食
に
お
け
る
平

成
24
年
度
の
地
元
食
材
の

利
用
状
況
は
、
合
計
で
６

　
　
　
　
　
　

４
・
３
％

　
　
　
　
　
　

（
県
内
産

　
　
　
　
　
　

使
用
率
は

　
　
　
　
　
　

75
％
）
。

　
　
　
　
　
　

米
、
牛
乳

　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　

は
地
元
率

　
　
　
　
　
　

１
０
０
％

　
　
　
　
　
　

で
あ
る
が
、

　
　
　
　
　
　

野
菜
類
の

　
　
　
　
　
　

合
計
で
は

　
　
　
　
　
　

７
・
６
％

　
　
　
　
　
　

◆
直
売
所

　
　
　
　
　
　

の
販
売
実

績・
高
山
市
内
の
直
売
所
は
、

平
成
21
年
の
調
査
で
51
か

所
（
道
の
駅
を
含
む
）
で
、

主
要
な
直
売
所
の
年
間
販

売
額
は
、
平
成
24
年
度
の

実
績
で
４
億
５
８
５
０
万

円◆
地
元
消
費
の
た
め
の
情

報
発
信

・
地
域
農
産
物
の
消
費
拡

大
な
ど
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、
地
産
地
消
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ッ
チ
ン
グ
を
開
催
し
、

生
産
者
、
食
品
加
工
製
造

業
者
等
が
、
地
域
農
産
物

や
そ
の
加
工
品
を
持
ち
寄

り
、
新
商
品
や
新
メ
ニ
ュ

ー
の
開
発
、
新
た
な
販
路

の
拡
大
を
図
っ
て
い
る

・
８
月
を
「
飛
騨
を
ま
る

ご
と
食
べ
ん
か
な
」
月
間

と
し
て
地
産
地
消
を
Ｐ
Ｒ

・
地
域
農
産
物
を
た
く
さ

ん
使
っ
て
「
大
切
な
人
に

食
べ
て
ほ
し
い
手
作
り
弁

当
」
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催

２
．
地
域
資
源
の
活
用
と

融
合
に
よ
る
あ
ら
た
な
観

光
戦
略

◆
観
光
資
源
と
し
て
の
伝

統
的
工
芸
品
産
業
の
振
興

①
全
国
伝
統
的
工
芸
品
産

業
の
現
状

・
伝
統
的
工
芸
品
産
業
は
、

生
活
様
式
の
変
化
な
ど
に

よ
り
需
要
が
低
迷
し
、
生

産
額
は
減
少
傾
向
に
あ
る

②
一
位
一
刀
彫
組
合
員
数

の
推
移
と
年
代
構
成

・
一
位
一
刀
彫
組
合
の
組

合
員
数
は
、
昭
和
58
年
の

69
名
を
ピ
ー
ク
に
年
々
減

少
し
、
平
成
25
年
現
在
33

名
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た

年
代
構
成
は
60
代
と
70
代

が
約
７
割
を
占
め
て
い
る

③
一
位
原
木
（
一
位
一
刀

彫
原
材
料
）
確
保
状
況

・
原
材
料
で
あ
る
一
位
の

原
木
の
購
入
状
況
は
、
昭

和
49
年
の
８
５
３
石
を
ピ

ー
ク
に
激
減
し
、
現
在
は

そ
の
２
％
程
度
で
、
入
手

が
非
常
に
困
難
な
状
況

④
伝
統
的
工
芸
品
産
業
に

対
す
る
市
の
支
援
体
制

・
後
継
者
育
成
な
ど
の
支

援
も
あ
る
が
、
活
用
さ
れ

て
い
な
い

３
．
若
者
が
住
ん
で
み
た

い
（
住
み
続
け
た
い
）
ま

ち
づ
く
り

◆
起
業
家
支
援
に
よ
る
若

者
の
就
労
環
境
の
整
備

①
雇
用
環
境
の
現
状

・
高
山
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
管

内
の
一
般
有
効
求
人
倍
率

は
、
平
成
21
年
に
最
低
の

０
・
４
５
倍
を
記
録
し
、

そ
の
後
、
徐
々
に
回
復
し

て
い
る
が
、
平
成
25
年
６

月
現
在
で
０
・
８
３
倍
に

留
ま
り
、
パ
ー
ト
労
働
者

の
有
効
求
人
倍
率
で
は
、

平
成
18
年
に
１
・
３
８
倍

あ
っ
た
が
、
平
成
25
年
６

月
現
在
で
は
１
・
０
４
倍

②
勤
労
者
の
現
状

・
平
成
24
年
の
市
内
２
１

２
社
に
勤
務
す
る
正
社
員

の
平
均
年
収
は
、
男
性
４

０
９
万
円
、
女
性
２
８
０

万
円
と
な
っ
て
お
り
、
パ

ー
ト
労
働
者
平
均
時
間
給

は
、
男
性
９
９
８
円
、
女

性
８
９
９
円

◆
若
者
定
住
（
Ｕ
Ｉ
Ｊ

タ
ー
ン
）
環
境
整
備

①
35
歳
未
満
の
若
者
定
住

促
進
の
取
り
組
み
状
況

・
平
成
24
年
は
１
１
２
人

（
過
去
５
年
間
の
市
内
定

住
率
76
％
）

②
学
卒
者
の
就
労
実
態

・
平
成
23
年
３
月
の
飛
騨

地
域
に
お
け
る
高
校
卒
業

生
の
進
路
は
卒
業
生
総
数

１
，
５
０
１
人
の
う
ち
、

進
学
率
７
３
・
８
％
、
就

職
率
２
６
・
２
％
（
３
９

３
人
）
で
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
高
山
管
内
へ
の
就
職
率

６
１
・
１
％

③
支
援
制
度
の
内
容

・
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
就
職
を

し
た
若
者
に
、
賃
貸
住
宅

の
家
賃
の
一
部
を
補
助

・
高
校
生
就
職
ガ
イ
ダ
ン

ス
の
実
施

４
．
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

◆
多
様
な
主
体
が
連
携
を

図
る
場
の
創
設

①
町
内
会
加
入
状
況

②
市
民
活
動
団
体
の
状
況

・
高
山
市
登
録
市
民
活
動

団
体
数
は
、
平
成
25
年
３

月
現
在
で
１
１
５
団
体

ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る

　

う
え
で
の
キ
ー
ワ
ー
ド

◆
「
地
域
力
」

地
域
が
今
ま
で
培
っ
て
き

た
歴
史
や
特
性
を
活
か
し

た
「
場
」
づ
く
り
（
組
織

等
）
、
「
仕
組
み
」
づ
く

り
（
財
政
的
支
援
等
）
、

「
人
」
づ
く
り
（
人
材
育

成
等
）
に
つ
い
て
行
政
と

地
域
等
、
み
ん
な
が
思
い

を
ひ
と
つ
に
し
て
取
り
組

み
、
考
え
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。

◆「
新
し
い
公
共（
空
間
）」

新
し
い
公
共
（
空
間
）
を

進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、

そ
の
担
い
手
と
し
て
、
行

政
あ
る
い
は
地
域
自
治
区

（
地
域
協
議
会
）
と
連
携

し
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
総
合
的
か

つ
包
括
的
に
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
す
る
組
織
、
市
民
活
動

組
織
の
集
合
体
と
し
て
の

地
域
自
治
組
織
の
構
築
が

必
要
で
あ
る
。

จۀ࢈ڭҕһձ

市内の小中学生を対象に、地域特産物をたくさん使った
「大切な人に食べてほしい手作り弁当」


